






























平成29年台風第21号での出水における事業の効果（宮川水系宮川） 

宮川における床上浸水対策事業（河道掘削、築堤）により、 
水位が約0.6m低下し、宮川の外水氾濫を回避 
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8.4k

度会橋

○事業実施箇所図 
（H18年度～H23年度） 

○宮川右岸8.3k付近出水状況 

平常時 出水時 

8月31日 11時42分撮影 10月23日 2時29分撮影 

※記載の水位は、速報値であり、今後変更の可能性があります。 

宮川では、平成18年度～平成23年度に床上浸水対策事業（河道掘削、築堤）を実施
した。 

そのうち、8.4k地点（伊勢市辻久留地区）では、最大で約0.6mの水位低下が図られた。 
工事を行っていなければ計画高水位相当に達し、堤防が決壊する恐れがあった。 

計画規模による被害想定 
（宮川右岸6.12k破堤） 

浸水面積 約366ha 

氾濫人口 約10,800人 

浸水戸数 約4,400戸 

○計画規模による浸水状況 
   （宮川右岸6.12k破堤） ○今回出水による整備効果（宮川8.4k） 
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約0.6mの水位低下 
（計画高水位の超過を防ぐ） 
















